
1990年出土の木簡

と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

山
田
寺
跡
か
ら
は
、
経
典
の
出
納

・
検
定
の
た
め
作
成
さ
れ
た
木
簡
や
経
峡

一
九
九

0
年
出
土
の
木
簡

本
号
に
は
、
昨
年
度
の
研
究
集
会
で
「
一
九
九

0
年
木
簡
出
土
遺
跡
」
と
し

て
報
告
さ
れ
た
も
の
を
基
本
に
、
そ
の
後
九

0
年
度
末
ま
で
に
新
た
に
木
簡
の

出
土
が
知
ら
れ
た
遺
跡
を
加
え
て
、
総
計
五
一
遺
跡
の
報
告
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
中
に
は
、
八
九
年
以
前
出
土
分
に
関
す
る
報
告
が
一
三
件
含
ま

れ
る
の
で
、
九

0
年
度
出
土
分
は
三
八
件
と
な
る
。
発
掘
調
査
な
ど
で
多
忙
を

き
わ
め
て
お
ら
れ
る
な
か
、
貴
重
な
報
告
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
関
係
機
関
な

ら
び
に
調
査
担
当
者
・
執
筆
者
の
方
々
の
ご
尽
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と

本
号
に
収
載
し
た
木
簡
出
土
遺
跡
及
び
出
土
木
簡
の
点
数
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
時
代
的
に
は
、
古
代
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
が
約
六

0
％
を
占
め
、

中
世
が
約
二
三
％
、
近
世
が
約
一
七
％
の
割
合
で
あ
っ
た
。
地
域
的
に
は
、
毎

年
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
乎
城
宮
跡
が
九

0
年
度
は
出
土
が
な
く
、
や
や
寂

し
い
感
も
あ
る
が
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
多
様
な
遺
跡
か
ら
豊
富
な
木
簡
が
出

土
し
、
例
年
と
遜
色
の
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
機
会
に
、
平
城

宮
以
外
木
簡
に
じ
っ
く
り
眼
を
向
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も
よ
い
と
思
う
。
ま
た
、

木
簡
新
出
遺
跡
は
三
四
カ
所
に
及
び
、
今
後
も
各
地
域
で
の
出
土
例
の
増
加
に

期
待
を
抱
か
せ
る
状
況
と
い
え
る
。

以
下
、
各
遺
跡
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

都
城
で
は
、
藤
原
宮
跡
で
留
守
「
省
」
宛
の
牒
、
召
文
な
ど
の
興
味
深
い
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
長
岡
京
跡
で
は
、
京
の
北
東
隅
の
河
川
か
ら
、
在
京

の
「
犬
宰
府
宰
」
の
直
鷹
に
宛
て
た
と
考
え
ら
れ
る
塩
の
付
札
が
出
土
し
た
。

一
方
、
京
の
南
東
隅
の
河
川
で
は
筑
前
国
嘉
麻
郡
の
米
荷
札
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
を
要
す
る
が
、
大
宰
府
管
内
か
ら
京
進
さ
れ

た
米
の
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
長
岡
京
跡
推
定
東
市
の
近
辺
で
出
土
し
た

告
知
札
は
、
迷
子
を
探
す
と
い
う
内
容
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

還
」
の
人
々
に
告
知
す
る
と
の
文
言
を
も
つ
も
の
と
し
て
は
最
も
古
く
、
そ
の

形
状
か
ら
も
告
知
札
の
は
じ
ま
り
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

の
題
級
が
出
土
し
、
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
山
田
寺
の
組
織
・

機
構
の
一
端
や
教
学
の
様
子
が
判
明
す
る
と
い
う
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
た
。

本
年
の
古
代
の
出
土
木
簡
は
、
む
し
ろ
畿
外
の
遺
跡
に
お
い
て
そ
の
特
徴
を 「往

概

要

ー



木簡出土遺跡一覧

遣 跡 名 所 在 地 点数 木簡の年代 l遺跡の性格
平城京跡左京三条三坊十 奈良県奈良市 2 I古 代 都 城
二坪

東大寺旧境内三社池 ” 7 近 世 寺 院

藤原宮跡内裏東方官街 奈良県橿原市 80 古 代 宮殿・官街

藤原京跡右京七条二坊 ” 1 ” 都 城

※ 山田道跡 奈良県明日香村 4 ” ” 
山田寺跡 奈良県桜井市 8 ” 寺 院

長岡京跡(1)左京 京都府京都市 5 ” 都 城

” (2)左京 京都府向日市 3 ” ” 

゜” 
(3)左京・右京 京都府長岡京市 11 ” ” 

※ 今里城跡 ” 1 中 世 城 館

鳥羽離宮跡 京都府京都市 ， ” 離 宮

※ 壬生寺境内遺跡 ” 1 古 代 都 城

※ 里遺跡 京都府綾部市 1 ” 集 落

大坂城跡 大阪府大阪市 16 近 世 城郭・城下町

※ 住友銅吹所跡 ” 13 ” 銅豪商精錬住所宅 ・
※ 山之内遣跡 ” 1 中 世 鋳造跡

※ 勝山遺跡 ” 1 ” 遺物包蔵地
※0新金岡更池遺跡 大阪府堺市 1 ” 耕作地
※0豊嶋郡条里遺跡 大阪府吹田市 2 ” 条 里

※0五反島遺跡 ” 4 ” 河
逗こ一、＊•••

※0上小名田遺跡 兵庫県神戸市 1 近 世 集 落

吉田南遺跡 ” 15 ” ” 
※ 明石城武家屋敷跡 兵庫県明石市 25 近世～近代 城下町

※ 今宿丁田遺跡 兵庫県姫路市 1 古 代 河 道

袴狭遺跡 兵庫県出石町 6 ” 祭祀・ 集落
※ 伊賀国府推定地 三重県上野市 2 ” 官街・集落
0瀬名遺跡(10区） 静岡県静岡市 1 ” 水 田

※0忍城跡 埼玉県行田市 '2 近 世 城 郭

※ 市原条里制遺跡 千葉県市原市 1 古 代 水 田

※〇鉢形地区条里遺跡 茨城県鹿島町 5 中 世 水 田

※0石田三宅遺跡 滋賀県守山市 1 古 代 集 落

※ 斗西遺跡 滋賀県能登川町 1 ” ” 
一乗谷朝倉氏遺跡 福井県福井市 2 中 世 城館・城下町

※〇浄水寺跡 石川県小松市 1 古 代 寺 院

※ 上荒屋遺跡 石川県金沢市 53 ” 荘 園

※0田中遺跡 石川県富来町 1 ＂ 集 落

※ 八幡林遺跡 新潟県和島村 3 ” 官 街

※ 緒立c遺跡 新潟県黒埼町 3 古代・中世 官街・集落

※ 的場遺跡 新潟県新潟市 5 古 代 ” 
※ 荒田目条里制遺構 福島県いわき市 1 ” 官街•水田

※ 柳之御所跡 岩手県平泉町 7 ” 居 館

※ 矢野遺跡 島根県出雲市 1 中 世 集 落
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1990年出土の木簡

※ 岡山城二之丸跡 岡山県岡山市 3 近 世 城下町

草戸千軒町遺跡 広島県福山市 1 中 世 集 落

※ 長登銅山跡 山口県美東町 62以上 古 代 銅製錬跡

※ 東山崎• 水田遺跡 香川県高松市 3 近 世 集落 • 水田

※ 鴻朦館跡 福岡県福岡市 73 古 代 官 街

大宰府跡（不庁地区） 福岡県太宰府市 14 ” ” 
0観世音寺跡（東辺中央部） ” 1 ” 寺 院

※0多田遣跡 佐賀県白石町 3 ” 集 落

※ 上高橋高田遺跡 熊本県熊本市 1 中 世 ” 
※は木簡新出遺跡

格
を
も
つ
遺
跡
の
発
見
が
相
次
い
だ
。

0は1989年以前出土遺跡

の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
官
街
的
性

こ
の
う
ち
、
鴻
臓
館
跡
と
荘
園
の
現
地

収
載
で
あ
る
。
山
口
県
の
長
登
銅
山
跡

を
供
給
す
る
律
令
国
家
の
銅
生
産
機
関

と
し
て
き
わ
め
て
魅
力
的
な
遣
構

・
遺

物
を
も
ち
、
生
産
管
理
の
実
態
を
示
す

記
録
簡
や
、
税
物
貢
納
シ
ス
テ
ム
を
究

明
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
調
庸

物
の
荷
札
な
ど
が
多
数
出
土
し
た
。
新

潟
県
で
は
、
越
後
国
府
と
の
関
連
性
は

も
と
よ
り
、

日
本
海
を
介
し
た
広
域

「
沼
垂
」
城
柵
に
関
す
る
断
簡
や
「
郡

司
符
」
の
召
文
が
廃
棄
さ
れ
た
八
幡
林

遺
跡
、
「
狭
食
」
木
簡
が
出
土
し
た
的

場
遺
跡
、
倉
庫
様
建
物
を
検
出
し
容
器

り
方
も
視
点
に
い
れ
て
お
き
た
い
。

示
唆
す
る
事
例
が
多
い
。

は
、
銭
貨
鋳
造
や
東
大
寺
大
仏
に
料
銅

示
す
石
川
県
の
浄
水
寺
跡
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。

究
集
会
で
ご
報
告
い
た
だ
い
た
木
簡
の

上
荒
屋
遺
跡
に
つ
い
て
は
昨
年
度
の
研

経
営
の
実
情
が
う
か
が
え
る
石
川
県
の

平
泉
町
の
柳
之
御
所
跡
は
、

明
ら
か
に
示
す
豊
か
な
内
容
を
持
つ
。

類
を
列
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
た
緒
立

c遺
跡
の
三
遣
跡
で
、
今
後
全
容
の
解

明
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

―
一
世
紀
末
か
ら
ほ
ぼ
百
年
間
の
奥
州
藤
原
氏

の
居
館
跡
と
考
え
ら
れ
、
居
館
内
の
生
活
や
生
産
活
動
を
反
映
す
る
木
簡
が
出

土
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
道
教
ま
た
は
仏
教
と
関
わ
る
か
と
さ
れ
る

「道
師
」

木
簡
が
出
土
し
た
滋
賀
県
の
斗
西
遺
跡
、
山
間
の
寺
院
の
宗
教
活
動
の
一
端
を

中
世
・
近
世
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
宗
教
関
係
の
も
の
（
呪
符
・
卒
塔
婆

・
柿
経
）
の
出
土
例
が
多
い
。

鳥
羽
離
宮
南
方
の
大
溝
か
ら
は
水
葬
に
伴
う
建

仁
三
年
(
―
二
0
三
）
銘
供
養
札
ほ
か
多
く
の
一
括
遺
物
が
出
土
し
、
離
宮
存
続

し
た
例
で
あ
る
。

期
の
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
示
し
た
。
東
大
寺
三
社
池
出
土
の
絵
塔
婆
は
『
多

聞
院
日
記
』
に
名
の
み
え
る
興
福
寺
僧
の
卒
塔
婆
堂
の
一
部
と
具
体
的
に
判
明

河
道
に
柿
経
な
ど
を
流
し
（
五
反
島
遺
跡
他
）
、
井
戸
に
呪
符

を
入
れ
る
（
山
之
内
遺
跡

・
新
金
岡
更
池
遺
跡
）
な
ど
、
水
辺
と
祭
祀
の
関
わ
り
を

ま
た
、
水
田
・
耕
作
土
内
か
ら
の
呪
符
の
出
土
（
豊

嶋
郡
条
里
遺
跡
他
）
も
目
に
つ
く
。
一
概
に
集
落
な
ど
か
ら
流
れ
つ
い
た
と
も
い

え
ず
、
発
掘
調
査
成
果
の
検
討
と
と
も
に
ま
じ
な
い
札
を
水
口
に
さ
す
農
村
の

民
俗
例
な
ど
を
充
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
農
民
の
精
神
生
活
を
読
み

解
い
て

い
く
に
は
、
社
寺
を
精
神
的
さ
さ
え
と
し
た
村
落
共
同
体
の
祭
祀
の
あ

こ
れ
も
報
告
例
の
増
加
し
て
い
る
城
跡

・
城
下
町
関
係
で
は
、
大
坂
城
跡
で
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る。 る。 そ
の
成
果
を
会
誌
に
活
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

関

゜
A
A、

＜
 
「
」

穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

を
示
す
（
端
と
は
木
目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
）
。

城
内
の
消
費
生
活
を
物
語
る
荷
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
長
岡

京
市
の
今
里
城
跡
で
大
永
二
年
(
-
五
二
二
）
銘
木
簡
に
記
す
人
名
が
同
年
作
成

の
「
小
塩
庄
帳
」
で
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
五
遺
跡
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

近
世
の
都
市
で
特
筆
す
べ
き
内
容
を
も
つ
も
の
に
、
遣
跡
保
存
問
題
で
も
関

心
を
呼
ん
だ
住
友
本
家
住
宅
・
銅
吹
所
跡
出
土
の
銅
山
か
ら
送
ら
れ
た
荷
札
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
か
ら
は
近
代
の
「
林
兼
」
商
店
に
関
す

る
木
簡
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
諸
資
料
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
具
体
的

な
成
果
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
ら
の
木
簡
群
を
眼
の
あ
た
り
に
す
る

木
簡
に
つ
い
て
概
念
を
明
確
に
し
、
体
系
化
す
る
試
み
が
必
要
と
の
思
い
を
強

く
す
る
。
中
・
近
世
史
、
民
俗
学
な
ど
幅
広
い
分
野
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、

な
お
、
九

0
年
と
そ
れ
以
前
に
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
の
う
ち
、
種
々
の
事

情
か
ら
今
回
収
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
京
都
府
高
内
親
谷
窯
跡
・
兵

庫
県
赤
穂
城
本
丸
跡
・
石
川
県
横
江
荘
家
跡

・
宮
城
県
山
王
遺
跡

・
山
形
県
月

記
遺
跡

・
広
島
県
尾
道
遺
跡

・
佐
賀
県
姉
川
城
跡
・
同
県
城
原
三
本
谷
南
遺
跡

な
ど
が
あ
る
。
ま
だ
他
に
も
掌
握
で
き
て
い
な
い
遣
跡
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

本
誌
で
は
で
き
る
だ
け
補
足
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

係
機
関
な
ら
び
に
読
者
諸
氏
に
情
報
収
集
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

（
清
水
み
き
）

筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
等
に

つ
い
て
は
編
集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
遺
跡
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、

「
井
」
「
井
」
「
季
」

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ
（
文
字
の
方
向
）
・
幅

・
厚
さ

を
示
す
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ

き
で
示
し
た
。
そ
の
下
の
一
＿
一
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
六
頁
第
1
図
参
照
）
。

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に

限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

れ
の
発
掘
機
関
で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

「
鉢
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し
た
。

と
、
改
め
て
、
古
代
木
簡
の
形
式
・
内
容
分
類
で
は
律
し
き
れ
な
い
中
・
近
世

「
龍
」
「
廣
」
「
憲
」

「
應
」

等
に
つ
い
て
ほ
正
字
体
を
使
用
し
、

異
体
字
は

「
賓
」

「
證
」

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
発
掘
機
関
・
担
当
者
に
依
頼
し
て
、
執

凡

例
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